
〇精神科リエゾンチーム

1.コロナ病棟における、より重点的な

せん妄リスクスクリーニング

認知症ケア加算の対象患者のスク

リーニングの際、COVID-19で入院し

た患者のカルテをチェックし、認知症

や精神疾患の既往の有無、せん妄リス

クとなる薬物の使用の有無、適切な頓

用指示がされているかなどのスクリー

ニングを行った。必要に応じて精神科

医師が電子カルテ内の掲示板に処方・

対応についてのメッセージを記載した。

2.精神科リエゾンチームラウンド

チームラウンドの際には、せん妄・認

知症・その他の精神疾患を合併した患

者への対応やケアの工夫について、担

当看護師などに対する助言や指導を

行った。COVID-19で入院した患者

については、精神科へのコンサルテー

ションを待たずに直接主治医に連絡し、

介入を積極的に行った。

3.COVD-19病棟用マニュアルの作

成、情報の周知、啓発

リエゾンチームでは以前から「精神科

リエゾンチーム通信」を随時発行し情

報の周知・啓発に努めきたが、厳密な

感染予防策を行うCOVID-19病棟の

スタッフ向けに、簡易版せん妄アセス

メントシート (図1) とCOVID-19の

せん妄・認知症患者へのケアマニュア

ル (図2) を整備した。

また、入院し隔離されている患者向

けにリーフレットを作成した（図３）。患

者家族向けには、せん妄についてのパ

ンフレットを作成した (図4)。（せん妄

パンフレットは全入院患者に配布）

なお、院内スタッフ向けに実施してき

た認知症センター勉強会は、他部署に

先駆けてオンライン会議システム

(zoom) での実施を開始した。また、

認知症に関するニュース、ケアや医療、

院内外の様々な取り組みについて

ショート動画を作成しYouTubeで配

信するなど、感染対策を考慮した情報

発信を積極的に行った。

4.スタッフのメンタルヘルス対応

コロナ禍におけるスタッフのメンタル

ヘルス維持のために、相談窓口として

専用PHSを用意し、精神科心理士が

対応した。状態に応じて精神科医師と

の面談や精神科・心療内科医療機関の

受診勧奨を行った。また、COVID-19

メンタルヘルス通信を計13号発行し、

メンタルヘルスの相談窓口の紹介とと

もに、メンタルヘルスに関する情報提

供を行った（図5）。

〇もの忘れ外来

COVID-19の流行後、もの忘れ外

来では不要不急の受診が控えられた

結果か、初診時診断が正常加齢の範囲

となる患者の割合が減った。診断後支

援プログラムとして患者・家族向けに

実施してきた対面による集合研修が

中止となったため、オンライン会議シ

ステム (zoom) を利用して，認知症

はじめて講座 (情報的サポート) や家

族交流会を実施した。なお2023年よ

り順次対面開催に戻りつつある。また、

インターネットの使用が難しい介護家

族や本人に、電話を用いての情緒的支

援を行った。板橋区、豊島区と実施し

ている認知症アウトリーチチーム事業

は、各区の方針に従いつつ感染対策に

留意しながら、活動を継続した。
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図１ COVID-19病棟用

簡易版せん妄アセスメン

トシート



図3 入院患者向けリーフレット

図2 COVID-19感染 (疑い) のあるせん妄・認知症患者のケア

について



図4 健康長寿せん妄パンフレット

図5 COVID-19メンタルヘルス通信




